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1． 序 
BEST プログラム（Building Energy Simulation Tool)は、

専門版初版を発表して 11年が経過した。エンジンの機能

拡充を進める一方、多種のユーザーインターフェースの

開発を行い、省エネ計画書作成支援ツール(2009 年初

版)、簡易版(2010 年初版)、省エネ基準対応ツール(2013
年初版)、住宅版(2017 年初版)を発表してきた。最新専門

版は、1810 版(2018 年 10 月更新)であり、省エネ基準対

応ツールは、省エネ基準に対応した申請用と設計用とに

分け、2019 年に国土交通大臣が認める方法として誘導基

準対応ツールをリリースした。本報では、最近の開発状

況を報告するとともに、最新の BEST 全体像とその特徴

を、マインドマップで整理して示した。 
2．最近 1 年間の開発状況 
 表 1 に、最近 1 年間の開発状況と今後の計画を示す。

省エネ基準対応ツールとして、告示に従った誘導基準対

応版と実務に利用できる設計版の両用が使用可能であ

る。この設計版は BEST の中で最も利用し易いツールと

なっている。また大規模建築の設計に利用し易いように

大量入力を支援する表計算ソフトの利用も可能となっ

た。今後において、各ツール間の互換性としてエクスポ

ート、インポート機能の充実が求められる。 
3．最新 BEST の全体像 
 図 1 に、BEST 全体像のマインドマップを示す。プロ

グラムの拡大煩雑化に従い全体像を再整理した。BEST
の特徴を 6 つに大別し、エネルギー・環境シミュレーシ

ョンが可能なプログラムであること、複数の UI に特徴

を持っていること、計算アルゴリズムに新鮮さがあるこ

と、プログラムミングにオブジェクト指向を適用してい

ること、交互作用が適切に評価できる統合化プログラム

となっていること、今後の方向性、とした。建築の統合

設計が交互作用を中心に機能していることを表現した。 
4．結 

 BEST プログラムの利用にあたって大切なことは、プ

ログラムに仕事をさせる使い方を忘れてはいけない。一

例としては、多数室計算は BEST にとって普通の計算で

あるので、隣室温度差係数は簡単に使うべきではなく隣

室も非空調室として計算するのを常道とするように。 
 
 

表 1  BESTの開発状況（最近 1 年間の成果と今後の計画） 

項目 開発・ユーザ支援内容

省エネ
基準対応
ツール

(誘導基準対応ツール)①UI開発：Ver.3.0.0（試行版）のリリース　②検証：テストと感度解析、③ユーザ支援：操作編・理論編解説書の公開、判
定機関向けマニュアル整備、講習会開催　(設計ツール)①UI開発：最大・年間熱負荷計算機能の改良、結果出力機能の追加、②ユーザ支援：
講習会開催　(共通)①プログラム：インテリアの昼光利用制御機能の追加、誘導基準対応ツールと設計ツールのデータ互換への対応　(今後の
計画)誘導基準対応ツールの正式リリース、計算機能拡充（デシカント空調、自然換気等）

住宅版
①UI開発：Ver.1.1.3のリリース、最下階床下温度の設定法改良、土間床の床暖房計算と表面温度表示　②ユーザ支援：入力に関する意見収
集、マニュアル改良、説明会・講習会・シンポジウムの開催　(今後の計画)BEST-H（簡易版）の開発方針の検討

専門版UI
①新UI開発：一覧機能を重視する共通・建築画面、モジュール接続を容易にする設備画面の検討　②表計算ソフト利用の入力支援ツール開
発：支援ツールのテスト、専門版UIのインポート機能テスト、マニュアルの作成　(今後の計画)利用の促進と改良

建築

①プログラム機能拡充：外気導入制御、自然換気制御の計算機能の改良、光計算ツールとの連携試行　②データ開発：2010年版EA設計用気
象データの作成法の決定と妥当性の確認　③ユーザ支援：マニュアルの改良と講習会テキスト更新と実施　④妥当性・有用性確認：表計算ソフ
ト利用の入力支援ツールの活用、実験計画法を利用した高性能窓システムの感度解析、ZEBのための省エネ手法の交互作用解析、自然換気

システムの換気量簡易設定法の検討　(今後の計画)外部日除けの計算機能拡充のための検討

空調

①プログラム機能拡充：機器モジュールの開発更新(未実装の機器特性を実装)、ユーザ定義機器特性による計算機能(開発中)、テンプレート
機能のチェックと動作調整、ハンチング動作低減対策　②ユーザ支援：主要モジュールの解説書の作成、講習会用例題作成と講習会実施、専
門版新UIの開発方針検討　③検証：新規および機能更新モジュールのテスト、放射パネルモジュールの能力補正法の改良　(今後の計画)
ユーザ定義機器特性による計算機能開発、モジュール解説書の作成、シーケンス接続マニュアルの検討

機器
特性

①新規機器特性の調査：空調機コイル調査(終了)、静止型全熱交換器ユニット・アクティブチルドビーム・FCUコイル特性調査(継続中)　②ユー
ザ定義機器特性の入力法：ルームエアコンを対象に表形式入力のユーザー定義機器特性による計算を検討　③ユーザ支援：空調機、空調機
組み込み加湿器の機器特性マニュアルの整備　(今後の計画)機器特性調査、マニュアル整備、モジュールテスト

蓄熱・
蓄電

①検証・改良：2件のビルの蓄熱槽実測値との照合、NAS電池・RF電池の実測値との照合、検証結果を反映するプログラム改良、　②有用性確
認：蓄熱式と非蓄熱式システムの感度、蓄電池導入効果の評価　(今後の計画)プログラム検証と改良、入力画面の改善

コジェネ
①検証・改良：CGU補機の電力消費率見直し、 排熱優先運転の熱源台数制御の機能拡張、排熱投入型吸収冷温水機の計算法改良、実測
値との照合　②ユーザ支援：講習会実施　(今後の計画)プログラム検証、排熱投入型吸収冷温水機の特性改良
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一次エネルギ消費量

二次エネルギ消費量

用途別エネルギ消費量

月別エネルギ消費量

エネルギ消費ヒストグラム

エネルギ消費デュレーションカーブ

CEC、BEI

ZEB検討

エネルギ・環境
シミュレーションプログラム

統合プログラム

オブジェクト指向
プログラム

将来性

計算アルゴリズム

室内温湿度

作用温度

PMV

自然温湿度

放射冷房環境評価

健康建築評価

h-t基準

Jc-t基準

Js-t基準

t-Jh基準

t-x基準

冷房最大負荷

暖房最大負荷

最大負荷

室内環境

エネルギ
消費量

PAL、PALBEST 年間負荷

建築的
特徴

設備的
特徴

インプリシット解法

エクスリシット解法

時間間隔の変動設定
不等辺三角波応答

多様なファサードに対応

BESTEST

同一フレームワーク・モジュール分解

テンプレート利用

エクスプリシット解法

部分計算

セントラル空調

個別空調

オープン化対応

コンポーネント単位

条件変更対応

使用言語Java

現状ユーザ

BIMとの連携

IoT利用シミュレーション制御

インターネット計算

教育利用

一般利用

省エネツール利用

アカデミック利用

負荷計算
建築

設備

設備連成用負荷計算

空調

衛生給湯

電気照明

蓄熱

コジェネ

雨水利用

ポンプ・給湯エネルギ

節水計算

電源電力量

昼光利用照明

データ
ベース

気象データ

建材物性値

機器特性

中央熱源

分散熱源

搬送機器

窓

壁材

EAデータ

EPWデータ

WEADACデータ

ユーザ
インター
フェース

研究開発用

基本設計用

建物用途別

専門版

入力項目50程度

簡易版

住宅版

デフォルト多用

エンジンは専門版と同一

住宅用設備機器

ビジュアル入出力

多数室計算

ビジュアル入出力

省エネ
設計用

大量入力
設計

実務設計
利用

誘導基準
省エネ申請用

生涯利用

環境建築設計

操作性

一覧入力

エクセル利用

英語入力

適合判定・みなし基準

CASBEE、BELS

操作性
一覧入力

エクセル入力

交互作用

詳細入力

詳細出力

部分負荷特性
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図 1 BEST 全体像のマインドマップ 
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